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平成２４年第４回川本町議会定例会会議録
（第１日目）平成２４年１２月１０日 午前９時３０分開議

議 長 おはようございます。

本定例会の本会議に先立ちまして、去る１１月２１日、７７歳で急逝され

ました、故瀬上康浩議員に心より哀悼の意を表し黙祷を捧げたいと思います

、 、 、 。ので 議員の皆様 代表監査員及び執行部の皆様 ご起立をお願い致します

々 黙祷はじめ。

々 黙祷終わり。ご着席下さい。ご協力ありがとうございました。

々 本日、平成２４年第４回定例会が招集されましたところ、ご多忙の中、ご

出席をいただきまして誠にありがとうございました。

ただいまの出席議員数は８名であります。定足数に達しておりますので、

会議は成立いたしました。

々 それでは、ただちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配布しているとおりでございます。

々 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１７条の規定により議長におきまして、

１番高良議員、２番石川議員を指名いたします。

々 日程第２「会期の決定」の件を議題と致します。

本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会において協議されておりま

す。

、 「 」（ ）その結果につきましては お手元に配布しております 審議予定表 案

のとおり、本日１０日から１３日までの４日間とし、本日は諸般の報告、町

、 、 。長の行政報告 議案の提案及び提案理由の説明 全体審議の質疑を行います

本会議終了後、全員協議会を開催し、その後、常任委員会、引き続き議会

運営委員会を開催する予定となっております。

々 １１日は休会と致します。

々 １２日は本会議を開き、一般質問を行います。

本会議に引き続き、議会運営委員会を開催します。

々 １３日は最終日となりますが、午後３時より本会議を開き、全体審議の討



- 2 -

議 長 論を行い、採決となります。本会議終了後、直ちに広報発行対策調査特別委

員会の開催予定となっております。

々 以上、この予定（案）のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は、本日１０日から１３日までの４日間とするこ

とに決定いたしました。

々 日程第３「諸般の報告」を行います。

議長としての報告事項は、お手元に配布しております「議長報告、議員派

遣の件」のとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。

々 なお、欠員となっておりました議会運営委員会の選任につきましては、川

本町議会委員会条例第５条第１項の規定により、５番飯田議員を指名致しま

す。

々 続いて、産建町民常任委員は、１番高良議員を指名を致します。

々 以上で「議長報告」を終わります。

々 以上で「諸般の報告」を終わります。

々 日程第４「町長行政報告」を行います。番外三宅町長。

番外 皆さん、おはようございます。

三宅町長 平成２４年第４回定例町議会を招集致しましたところ、議員の皆様には、

万障お繰り合わせのうえ、ご出席を賜り誠にありがとうございます。

冒頭に黙祷を捧げましたが、故瀬上議員に心より哀悼の意を表します。

開会にあたり、諸議案の説明に先立ちまして、諸般の事項につきましてご

報告申し上げます。

々 衆議院の解散を受け、総選挙が１２月４日に公示され、１６日に投開票さ

れます。

いかなる政権になろうとも、町政を預かる責任者として、町の不利益にな

ることに対しましては信念をもって反対し、利益にあることには協力してい

くという是々非々の中で、全力を傾注していかなければならないと考えてお

ります。

々 １０月から役場の中では毎朝、全課で朝礼と挨拶訓練を行っております。
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番外 常に情報の共有化を図り、明るい挨拶で来庁者を迎えるよう、少しずつで

三宅町長 はございますが、前進していると感じ取っています。

私の基本姿勢であります情報の共有化、コミュニケーションの円滑化、現

場主義の３点を崩すことなく進んで参ります。

々 それでは総務課関係から、ご報告いたします。

はじめに平成２５年度の川本町当初予算編成方針について、ご説明申し上

げます。

本町では、１４年度から財政健全化計画に基づき、徹底した歳出削減や歳

入確保に努め、財政健全化に取り組んできたところであります。

２３年度普通会計決算では、実質収支が約３千万円の黒字となり、実質公

債費比率は１８．３％、将来負担比率は５０．６％となりました。ただ、普

通交付税の減額が影響して、経常収支比率は９４．６％、前年度比３．１ポ

イント上昇し、危険ラインとされる９０％を上回っています。

この２３年度決算を基に財政推計した２５年度の収支見通しは、約１億５

千万円の財源超過が見込まれます。しかし、推計した時点では、２５年度か

ら本格的に着手することになる川本町第５次総合計画に伴う事業費の大部分

を反映しておりません。加えて、国による財政見通しが不透明なことから、

とりわけ特別交付税を堅めに見積もった推計としており、２６年度以降、財

、 、 。源不足も見込まれ 財政調整期金の取り崩しが 必要な場面も想定されます

このように、引き続き厳しい財政運営を強いられる一方で、安心、安全、

活力ある町づくりの推進は待ったなしであります。

いかにして第５次総合計画を具現化していくのか、２５年度予算編成は、

町民の皆様と一緒になり、この命題に立ち向かうことを示すため『行財政改

革の確実な推進 『住民ニーズを的確に反映した施策展開 『一般財源２』、 』、

％削減を前提としたマイナスシーリング編成 『地方債発行額の抑制』を』、

基本方針に掲げて、実行に移したいと考えております。

特に、マイナスシーリングについては、予算要求時点での徹底を各課等に

指示しているところであり、新年度予算の柱に据える第５次総合計画の重点

項目「医療福祉の充実 「雇用の場の確保 「居住空間の整備 「子供教」、 」、 」、

育の充実」の裏付けとなる予算の一部には、このマイナスシーリングによる

一般財源の圧縮額を重点的に充てることにしております。

々 次に、三江線利用促進について、でございます。

１０月から１２月までの３ヶ月間 三江線活性化協議会が実施している 三、 「

江線増便社会実験」について報告いたします。

１０月１日から１１月２５日までの利用状況は、延べ輸送人員３，２３０

人、１日平均輸送人員５８人、１便平均３．４人となっております。

このため、実証的な利用促進に向け、島根中央高校と川本小学校の無料ス

クールバスの一部を１２月の１ヶ月間、運行休止とし、鉄道とバスへの乗車
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番外 を促すこととしました。

三宅町長 この間、児童、生徒の運賃を助成することとしております。

また、増便期間中、ＪＲ西日本観光キャンペーンにあわせ「三江線・神楽

特別列車」全６便が臨時運行され、沿線市町が神楽や特産品の振る舞いを行

っています。川本町は１２月２２日の運航便に参画することとしております

が、既に予約で満席になっており、好評を博しております。

々 次に、災害時総合応援協定について、でございます。

災害対策の強化に向け、広島県坂町と、災害時における相互応援協定「絆

協定」を１１月４日に締結いたしました。

協定内容は、大規模災害時における食料や物資等の提供、職員の派遣、被

災者の一次受け入れ等となっています。

この協定締結を契機として、今後も実効性の高い防災体制の確立に努めて

参ります。

々 続いて、政策推進課関係でございます。川本町応援大使について。

定住者の確保に向け、原則２年間、無償で定住情報を発信したり、町への

提案・助言をしていただく川本町応援大使の公募を９月から開始しましたと

ころ、多くの方々に応募をいただきました。

現在 本町にご縁のあります さわやか福祉財団理事長の堀田 力さん 東、 、 （
ほった つとむ

京都在住）など７人の方に、応援大使の委嘱を行っています。

今後、町外では、本町の魅力をＰＲしていただきながら、定住の促進につ

なげていきたいと考えております。

々 続いて、産業振興課関係でございます。

まず、水稲の作柄状況でございます。

平成２４年産の水稲につきましては、出穂期以降、高温・多照であったこ

とや、台風による被害が少なかった事などから、県石見地方の作況指数は１

０２で、やや良となっております。

また、川本町産の品種別上位等級比率は、コシヒカリが８１．２％、ハナ

エチゼンが９７．８％、きぬむすめが８６．７％で、全品種の平均上位等級

比率は８５．７％となっております。

々 次に、弥山荘の泉源掘削工事について、でございます。

湯谷温泉 弥山荘の湯量を安定的に確保するため、８月下旬から着手した

新たな泉源掘削工事は、１１月末に完了いたしました。

新たな泉源は、現行以上の湯量を確保できており、特徴的な炭酸ガスは、

同程度の成分量となっております。

泉源揚湯用動力装置の設置許可を県に申請した後、配管工事を実施し、来
ようとう

年４月から、新たな泉源を利用していくこととしております。
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番外 次に、畜産振興について、でございます。

三宅町長 島根県種畜共進会が１０月６日、島根県中央家畜市場で開催され、肉用
にくよう

種 牛・母系牛群の部において ＪＡ島根おおち管内代表 上田憲徳さん 川、 、 （
しゅぎゅう ぼけいぎゅうぐん うえだけんとく

内）の「みつひめ３号」と「みつふく３号」が主席を獲得し、肉用種牛の各

部主席の中から選ばれる県内優良牛１位の平成２４年度グランドチャンピオ

ンに輝きました。

優良牛の生産は、本町の畜産振興に大きく貢献するものであり、今後も関

係機関と連携を図りながら支援をしてまいります。

々 次に、林業振興について、でございます。

町内の山林で伐採されたスギ、ヒノキの林地残材を、バイオマスエネルギ

ーとして温泉の熱源等に有効活用することを目的に、林地残材搬出に伴う支

援事業の実証実験を１１月から開始しました。

支援内容は、チップ工場等に林地残材を出荷した場合、その買い取り価格

に加えて、川本町商工会の商品券を１トン当たり３千円で交付するものであ

ります。 １１月末現在の事業登録は、１１人となっています。

々 次に、川本町産業祭について、でございます。

第３６回川本町産業祭を１１月４日、中央大通りで開催しました。

、 、 、テント市やトラック市をはじめ 川本小学校鼓笛隊の演奏 婦人会の踊り

神楽、餅まき等を行い、多くの来場者で賑わいました。

々 次に、観光・特産品振興について、でございます。

県内１１町村による「輝けイレブン・しまね町村フェスティバル」を１０

月６日、７日に松江市、県大型観光イベント「神話博しまね・市町村デー」

１０月１３日、１４日の出雲市では、特産品の販売や観光ＰＲ、江川太鼓、

神楽、劇団かわもと塾による上演等を行いました。

また 「坂町・川本町特産品フェア」を１１月１０日、１１日に坂町 「近、 、

畿島根県人会創立５０周年記念・神々の国しまねフェア」を１１月１８日の

大阪市にも参加し、ＰＲを行っております。

今後も、県内外でのイベントを通じ、誘客や販路拡大等を積極的に行って

まいります。

々 続いて、地域整備課関係でございます。

まず、災害復旧工事について、でございます。

平成２４年７月災害につきましては、９月に災害査定が終了した公共土木

災害３カ所と林地崩壊防止対策事業１カ所について、９月末に発注を終えま

した。

また、１０月に災害査定を受けた農地災害３カ所と農業用施設災害４カ所

につきましては、１２月中の発注を予定しております。
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番外 いずれの工事も、早期復旧に努めてまいります。

三宅町長

々 次に、簡易水道事業について、でございます。

簡易水道再編推進事業による田原地区配水管・給水管の改良、浄水施設の

整備につきましては、９月末に発注を終え、年度内完成に向けて工事を進め

ております。

施行過程において、町道の床堀を行ったところ、布設予定箇所から岩盤が
とこぼり

露出したため、除去工事を追加することとしております。

々 次に、県事業関係について、でございます。

川本大橋歩道橋設置工事につきましては、平成２６年度完成に向けて、現

在、両岸の橋 台と３本の橋 脚の張り出し工事が施工されております。
きょうだい きょうきゃく

一般県道川本大家線改良工事につきましては、谷戸町営住宅付近の、三谷

川左岸の河川切り替え工事と、イズモコバイモ群生地から三俣堀割区間のバ
ほりわり

イパス工事が、今年度発注予定となっております。

新規の社会資本整備交付金・災害防除事業としましては、主要地方道仁摩

邑南線・多田～久座仁間、谷～矢谷間及び一般県道川本大家線・湯谷地内の

落石等危険箇所において、調査設計が行われます。来年度から、工事に着手

する予定となっております。

々 続いて、健康福祉課関係でございます。

特定健診・特定保健指導について、でございます。

生活習慣病の発症や重症化の予防に向けて、特定健診につきましては今年

、 、 、 、 。度から 胃がん 乳がん 子宮がん検診と併せて 日曜日に開催しています

現在、受診率は、昨年度と同程度の３８％で、受診率の向上を目指し、未

受診の方を対象に、町内医療機関での個別健診も実施しているところであり

ます。

生活習慣病の該当者や予備群の該当を対象とした特定保健指導につきまし

ては、積極的支援９人、動機付け支援２３人の方に、集団指導や個別指導へ

参加していただいております。

昨年度からも受診料を無料化している大腸がん健診の申込みは、今年度も

７００人を超え、また、子宮がん検診も、２０７人で昨年度を上回っていま

す。

その他の検診につきましても、受診を勧奨し、疾病の早期発見、早期治療

を促しているところであります。

々 続いて、住民課関係でございます。

まず、町営住宅改修工事について、でございます。

社会資本整備総合交付金事業の内示を受けて、半部団地７戸の解体工事の

入札を１１月６日に行い、１２月下旬までの工事期間として発注しました。
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番外 また、五反田団地の浴室バランス釜・シャワー付き取り替え工事、１号棟

、 、 、三宅町長 １６台 ２号棟１２台の入札を１１月３０日に行い １月中の完成を目指し

発注しております。

々 次に、公営住宅入居者の収入基準緩和について、でございます。

空室対策が課題となっている公営住宅につきましては、今年４月、一部の

団地を除き、単身者でも入居が可能になるよう、入居条件を緩和したところ

であります。

さらに入居希望がありながら、入居収入基準月額により入居できない方々

の要望にも応えるため、新年度に向け、基準月額の見直しを検討しておりま

す。

具体的には、一般世帯１５万８千円、高齢者や障がい者世帯等２１万４千

円を、いずれも２５万９千円に引き上げることとしております。

なお、９月末現在、入居可能な公営住宅は１８８戸で、うち２９戸が空室

になっています。

々 続いて、教育課関係でございます。

まず、学校教育について、でござます。

小学校５、６年生と中学校２年生を対象に、夢や目標を持つことの大切さ

を学ぶ事業を、９月２７日に開催しました。

夢の教室事業 には サッカー元日本代表で 現在 ＮＨＫ解説者の福西崇史「 」 、 、 、
ふくにした か し

さん、また 「トップアスリート事業」には、バスケットボール元日本代表、

の大山妙子さんを講師に招き、子供たちは、体験談やゲーム指導を通して、
おおやまたえこ

夢や仲間と協力することの素晴らしさを学びました。

々 次に、社会教育について、でございます。

学社連携・融合事業「みんな元気な かわもとっ子 プロジェクト」では、

小学生を対象に、縄跳び世界選手権の出場経験者・三村大輔さん、松江市在
みむらだいすけ

住による縄跳び教室や、ストリートダンサーのリッキーさんによるダンス教

室を、１０月に開催しています。

子ども達の体力向上に向け、今後も多様なプログラムを提供していくこと

としています。

々 次に、文化振興について、でございます。

今年で４年目となる「私の弾くスタインウェイ」を１０月７日には、広島

県など県内外から５５人の出演がありました。

また 「宝くじワクワク劇場・川本公演」の１０月１４日には７５０人、、

ＮＨＫ「ベスト・オブ・クラシック」公開収録の１０月２０日には５４０人

の来場者がありました。
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番外 最後に、提出議案等でございます。

、 、 。三宅町長 今定例会に提案しました案件は 条例案件３件 予算案件５件であります

後ほど、副町長並びに担当課長から、これらの説明をさせますので、慎重

なご審議をいただき、適切な議決を賜りますようお願い申し上げまして、行

政報告とさせていただきます。

議 長 以上で 「町長行政報告」を終わります。、

々 お諮りいたします。

この際、日程第５「議案第７２号、川本町福祉医療費助成条例の一部を改

正する条例の制定について」から、日程第１２「議案第７９号、専決処分の

承認を求めることについて《平成２４年度川本町一般会計補正予算（第４

号 」までを一括議題にしたいと思いますが、これにご異議ございません）》

か。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。

よって、そのように「決定」いたしました。

執行部から、議案ごとに順次提案理由の説明を求めますが、今議会におき

、 。ましては 提案説明者並びに事務局長からの議案書の朗読は省略いたします

それでは執行部から、議案ごとに順次提案理由の説明を求めます。

々 まず始めに、日程第５「議案第７２号」について説明を求めます。

番外木村健康福祉課長。

番外木村健 「議案第７２号、川本町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定に

康福祉課長 ついて 、説明を申し上げます。最終ページをお開き下さい。」

改正理由としましては、所得税法等の一部を改正する法律の施行によりま

して、１６歳未満の扶養親族の扶養控除及び１６歳以上１９歳未満の扶養親

。 、族の控除額の加算が廃止されたところでございます この改正に伴いまして

福祉医療費助成事業においても扶養親族等の見直しに伴う影響が生じないよ

うに島根県福祉医療費助成事業補助金交付要綱の改正にあわせまして、今回

別表を改正するものでございます。

この条例は、公布の日から施行し、平成２４年７月１日から適用するもの

でございます。ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第６「議案第７３号」から、日程第７「議案第７４号」につい

て説明を求めます。番外長田地域整備課長。

番外長田地 それでは「議案第７３号、川本町町道の構造の技術的基準等を定める条例

域整備課長 の制定について 、ご説明申し上げます。この条例は地域主権改革一括法の」
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番外長田地 施行により、新規に条例を制定するものでございます。内容につきましては

域整備課長 ２７ページに資料を付けておりますので、そちらをご覧下さい。

（ ） 。川本町町道の構造の技術的基準等を定める条例 案 の概要でございます

まず、条例制定の趣旨でございますが 「地域の自主性及び自立性を高める、

ための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」の施行による

道路法の一部が改正されました。これに伴いまして、町道の構造の技術的基

準を省令（道路構造令）でございますが、それを参酌して新規に条例を定め

るものでございます。

条例の概要につきましてでございます。まず１点としまして、道路の安全

かつ円滑な交通を確保するため、道路法第３０条第３項の規定により、町が

管理する町道を新設、又は改築する場合の道路の構造の一般的技術的基準を

定めるものでございます。

２点目としまして、町道に設ける道路標識の寸法を規則で定める事として

おります。

３点目としまして、この条例の施行期日は公布の日から施行する事として

おります。

続きまして条例制定の考え方でございますが、川本町の条例案は、基本的

には現行の基準通りとしております。道路構造令により定められたものと同

様の内容としております。

条例の主な内容でございますが、まず第１条で、条例の根拠条文を示して

おります。２条で基本的な用語。それから３条の方で条例で用いる道路の区

分が、道路構造令に用いられる道路の区分と同じであるという事を規定して

おります。４条から８条で車道についての内容を定めております。９条から

１５条で、自転車道、自転車歩行道、歩道、歩行者の滞留の用に供する部分

について定めております。１６条で植樹帯について規定をしております。そ

れから１７条の方で設計速度について定めております。１８条から２６条で

道路の線形について定めております。２７条から３０条で路面の構造ついて

。 。定めております ３１条から３３条で交差点の構造について定めております

３４条から４１条で構造物・工作物について定めております。それから４２

条から４５条は例外規定を定めております。それから４６条の方で道路標識

の寸法を規則で定める事としております。それから４７条の方で立体交差を

しない場合という事で定めております。

それから次のページへ参りまして、この条例は、公布の日から施行する。

規則の方で定めております。それから附則の２の方で政令の経過措置の取り

扱いについて定めております。

それから今回の条例に関係します法令にしまして、道路法、道路構造令、

道路構造令施行規則、道路標識、区画線及び道路標示に関する命令を参考と

しております。

以上でございますので、ご審議のほど、よろしくお願い致します。
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番外長田地 続きまして「議案第７４号、川本町準用河川に係る河川管理施設等の構造

域整備課長 の技術的基準を定める条例の制定について 、ご説明申し上げます。この条」

例も地域主権一括法の施行により新規に条例を制定するものでございます。

内容につきましては１２ページに資料を付けておりますので、そちらをご覧

いただきたいと思います。

まず、条例の趣旨でございますが、地域主権改革一括法の施行により河川

。 、法の一部が改正されました 準用河川に係る河川管理施設等の構造について

河川管理施設等構造令を参酌して、新規に条例を定めるものでございます。

条例の概要でございますが、準用河川の整備及び管理に関して、洪水等に

よる災害の発生の防止、流水の正常な機能を維持し及び河川環境の整備と保

全がされ、公共の安全を保持することを目的として、構造上必要な技術的基

準を定めるものでございます。この条例の施行期日は、公布の日から施行す

る事としております。

続きまして、条例制定の考え方でございますが、川本町の条例案は、基本

的には現行基準として、河川管理施設等構造令により定められたものと同様

の内容としております。

条例の主な内容と致しまして、第１条で根拠条文を示しております。第２

条で用語に説明をしております。それから３条から１５条で堤防の構造につ

いて。１６条から１９条で床止めの構造について。２０条から２７条で堰の

構造について。２８条から３５条で水門及び樋門の構造について。３６条か

。 。ら４１条で橋の構造について ４２条から４６条で伏せ越しの構造について

それから４７条から４９条で例外を規定しております。それから附則の方で

施行規律、それから経過措置について説明をしております。

それから関係する法令と致しまして、河川法、河川法施行令、河川管理施

設等構造令を参考として条例を作成しております。

以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第８「議案第７５号」について説明を求めます。

番外東間総務課長。

番外東間総 「議案第７５号」について、ご説明申し上げます。本議案は 「平成２４年、

務課長 度川本町一般会計補正予算（第５号 」で、歳入歳出それぞれ２３，７８０）

千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ３，４５９，２９１千円

とするものであります。１４ページをお開き下さい。はじめ歳出ですが、総

務費の三江線活性化協議会負担金３３９千円でありますが、ＪＲ三江線で実

施中の代替バスによる三江線増便社会実験の利用低迷を受けまして、島根中

央高校と川本小学校の無料スクールバスの一部を１２月の１ヶ月間運行休止

とし、鉄道と代替バスへの乗車を促すもので、この間の児童・生徒の運賃を

全額助成するもので、三江線活性化協議会への負担金であります。

次に民生費。障害者グループホーム建設地インフラ整備７百万円でありま
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番外東間総 すが、美郷町の社会福祉法人わかば会が建設する障害者グループホーム・ケ

務課長 アホームのインフラ整備であります。内容としましては舗装、排水側溝、集

水桝等の工事費であります。

次に介護給付費１４，１３６千円は、平成２４年４月から児童福祉法の改

正によりまして、２０歳以上の重度心身障害児施設入所者については、障害

者自立支援法において支援する事となりました。これに伴いまして、これま

で島根県が負担しておりました措置費を川本町が障害者自立支援法に基づき

まして療養介護費・療養介護医療費で負担する事となったため増額するもの

であります。

次に後期高齢者医療特別会計繰出金４，３１９千円ですが、平成２４年度

の療養給付費負担金の確定に伴い増額するものであります。尚、今年度の療

養給付費負担金の総額は８６，７９６千円となっております。

保育所運営費１２，１８４千円は、保育単価の高い乳児を含む入所者の増

に伴いまして増額するものであります。

次に農林水産業費の弥山荘整備事業７，０８３千円は、新たな泉源の水中

ポンプ制御板設置工事、泉源送水管敷設工事、地下タンク昇温改修工事、つ

ぼ湯浴槽断熱工事費の経費であります。

土木費の田原絵堂線待避所整備工事９４４千円は、町道温泉津川本線から

町道田原絵堂線、町道三原坂本線へ分岐する「かちだにばし」橋詰付近に新

たに待避所の整備をする工事費であります。

教育費の中央高校支援１，０００千円は、現在改修工事を行っております

町民体育館にバッティングマシンを設置するための経費であります。尚、財

源は全額ふるさと思いやり基金を充当します。

災害復旧費の現年発生公共土木施設単独災害復旧事業１，０２４千円は、

大邑農道 三俣・大田間４箇所の法面処理の追加工事費であります。

１３ページをお開き下さい。

分担金及び負担金、保育料１，６０８千円でありますが、保育所入所児童

増加に伴いまして増額するものであります。

国庫支出金、児童措置費負担金４，６８５千円。

県支出金、児童措置費負担金２，３４２千円は、保育所入所児童増加に伴

いまして増額するものであります。尚、補助率は国庫支出金は２分の１、県

支出金は４分の１であります。

国庫支出金、障害者自立支援給付費負担金７，０６８千円、同じく県支出

金の３，５３４千円は、児童福祉法の改正に伴う療養介護費・療養介護医療

費の増加に伴いまして増額するものであります。尚、補助率は国庫支出金は

２分の１、県支出金は４分の１であります。

ずっと飛びまして町債ですが、公共土木施設単独災害復旧事業債１，００

０千円は、大邑農道の単独災害復旧事業債を追加するものであります。

１５ページをお開き下さい 「第２表 地方債補正」ですが、今回の補正。

， 、 ，で災害復旧事業債１ ０００千円を追加し 今年度の地方債発行額は３１３
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番外東間総 ５００千円となり、臨時財政対策債を除いた地方債発行額は１９８，４００

務課長 千円となります。尚、今年度の地方債の償還元金は４７８，９０４千円であ

ります。

次に基金の状況ですが、当初、減債基金３１，１５０千円の積立を予想し

ておりましたが、今回の補正で財源調整のため、その内の２３，４６７千円

の積立を取り止めるものであります。平成２４年度末の財政調整基金、減債

、 ， ， 。基金 特定目的基金の合計額は１ ４３８ ３７６千円の見込みとなります

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第９「議案第７６号」から、日程第１０「議案第７７号」につ

いて説明を求めます。番外木村健康福祉課長。

番外木村健 議案第７６号 平成２４年度川本町国民健康保険事業特別会計補正予算 第「 、 （

）」 。 ，康福祉課長 ３号 について説明を申し上げます 補正する額は歳入歳出それぞれ１５

９５０千円を追加し、総額を５７７，８７３千円とするものでございます。

最終ページの資料をお開き下さい。今回の補正につきましては保険給付費の

増加及び後期高齢者支援金、介護納付金等の確定に伴うものでございます。

まず歳出でございますが、保険給付費でございます。一般療養諸費１０，３

、 。３３千円 これは一般被保険者の療養給付費と審査支払手数料でございます

それから高額療養費としまして、一般の高額療養費としまして５，４００千

円。それから後期高齢者支援金としましてマイナスの８９４千円、これは確

定に伴うものでございます。それから介護納付金でございますが、これも確

定に伴うもので８２６千円の増。それから諸支出金としまして償還金及び還

付加算金でございますが、これは２３年度の調整交付金の返還分として２５

４千円を上げております。合計が１５，９５０千円でございます。

歳入としまして、国庫支出金、国庫負担金・国庫補助金・県補助金につき

ましては療養給付費国庫負担金、財政調整交付金、それから普通調整交付金

・特別調整交付金等による増でございます。それと前期高齢者交付金につき

ましては交付額の確定に伴う減額７８，４９３千円でございます。

それから共同事業交付金、これにつきましては高額医療費の共同事業交付

金それから保険財政共同安定化事業交付金の確定に伴うもので１７，１００

千円でございます。

これによりまして差引の基金からの繰入金取り崩しを２５，１２７千円を

しております。合計が１５，９５０千円でございます。

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

々 続きまして「議案第７７号、平成２４年度川本町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号 」について、ご説明を申し上げます。補正する額は歳入）

歳出それぞれ４，３１９千円を追加しまして、総額を１５０，７０９千円と

するものでございます。これも最終ページの資料をお開き下さい。
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番外木村健 今回の補正につきましては療養給付費負担金の増に伴うものでございま

康福祉課長 す。まず歳出でございますが広域連合納付金でございますが、療養給付費の

負担金の増でございまして４，３１９千円でございます。

歳入としましては、一般会計からの繰入金、事務費繰入金としまして療養

給付費負担金繰入金の増でございまして４，３１９千円でございます。

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第１１「議案第７８号」について説明を求めます。

番外長田地域整備課長。

番外長田地 それでは「議案第７８号、平成２４年度川本町簡易水道事業特別会計補正

域整備課長 予算（第３号 」について、ご説明申し上げます。歳入歳出予算の補正と致）

しまして、歳入歳出をそれぞれ３，４１４千円追加し、予算総額を２６６，

９４０千円とするものでございます。内容につきましては３ページに説明資

料を付けておりますので、そちらをご覧下さい。

まず歳出でございますが総務管理費の修繕費と致しまして漏水修理、ポン

プ修理等の増額が１，４００千円、工事費と致しまして島根県施行の地すべ

り対策事業、県道川本大家線改良工事に伴う水道施設制御ケーブルの移設工

事費が３８８千円となっております。また建設改良費としまして、田原地区

飲料水供給施設改良事業の岩盤露出によります配水管布設工事費の増額が

， 。 、１ ０００千円 浄水施設工事に伴う流木伐採費の増額が６００千円となり

歳出の合計が３，４１４千円となっております。

続きまして歳入でございますが、地すべり対策事業及び県道改良工事に伴

う移転補償工事負担金が３８７千円。建設改良基金からの繰入金が１，４２

７千円。町債の組み換えによります増額が１，６００千円となり、合計額が

３，４１４千円となっております。

以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第１２「議案第７９号」について説明を求めます。

番外東間総務課長。

番外東間総 「議案第７９号」について、ご説明申し上げます。本議案は、専決処分の承

務課長 認を求めるものであります。専決処分の事項ですが「平成２４年度川本町一

般会計補正予算（第４号 」で、専決処分年月日は平成２４年１１月２２日）

であります。次ページをお開き下さい。歳入歳出それぞれ７，１００千円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，４３５，５１１千円と

致しました。４ページをお開き下さい。

補正予算（第４号）ですが、１２月４日公示、１６日投開票の衆議院議員

総選挙の執行経費７，１００千円であります。歳入は全額、県支出金であり

ます。以上、ご承認のほど、よろしくお願い致します。
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議 長 以上で、執行部からの提案理由の説明を終わります。

々 それでは 「議案第７２号」から「議案第７９号」までの８件について全、

体審議、質疑を行います。

ここで、休憩を致します。

。 （ ）１０時３５分まで休憩を致します 午前１０時２２分

。 （ ）々 それでは会議を再開いたします 午前１０時３５分

々 ここで全員協議会に切り替えます。

（全員協議会に切り替える、議案第７２号から議案第７９号までの質疑）

議 長 以上をもって議案第７２号から７９号までの、全体審議、質疑を終了いた

します。

、 。 （ ）々 それでは 本会議を再開致します 午前１０時５２分

々 日程第１３「陳情第４号・陳情第５号」の件を議題と致します。

、 「 」本日までに受理しました陳情は お手元に配布しております 陳情文書表

のとおりであります。

会議規則第９１条第１項の規定により、所管の常任委員会に付託致しまし

たので、ご報告いたします。

々 以上をもちまして、本日の本会議は終了と致します。

（ ）午前１０時５３分

、 、 、この会議録は 川本町議会事務局長 鈩 英俊 が記載したもので その内容において

正確である旨を証するためここに署名をする。

川本町議会議長

川本町議会議員
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川本町議会議員


